








太古の昔、火を使うことを覚えた人類はこれを暖房、調理、照明そして通信にも利用してきた。産業革命以

前の火の利用は上記のほかにガラス細工や装飾品、陶芸などにも使われ、これが文明を開いてきた。やがて、

ジェームス・ワットに始まる産業革命によって燃料も、草木から石炭、石油、天然ガスへと進化し、これから

生み出される文明の利器も蒸気機関から内燃機関、そして電気エネルギーの発生とその応用分野の発達によっ

て、交通、運輸からあらゆる文明活動の根元を賄うまでに発展してきた。エネルギーが文明活動の「米」（主食）

であると云われる“ゆえん”がよくわかる。

ところで、人類の文明活動を支えてきたエネルギー資源は、その利用技術の進歩とともに、上述のように燃

料の形態が固体→液体→気体燃料へと変わってきた。こうした変遷の底流を探ってみると、まずこれにも経済
の大原理が作用していることに気が付く。すなわち、エネルギーの工業化に伴う大量消費に応じるため、大量
生産、大量貯蔵、大量輸送システムに適合したより便利で低コスト化できるエネルギー形態へと選択肢が移さ

れてきたためと考えられる。そして今一つは、消費に伴う公害ガスの発生など環境負荷がより少ない方向に変
遷してきたのである。例えば、COP － 3京都会議で問題にされた CO2 の発生率を炭素換算量（C-gr: カーボン
グラム単位）で述べると、石炭火力発電が 322 、重油火力発電で 258 、そして LNG 発電で 178C-gr となっ

ている。それにしても、化石燃料の大量消費による大気汚染と地球の温暖化、冷蔵 - 冷凍技術の進歩による海

洋資源の乱獲と過剰貯蔵の結果、魚介類の収穫の激減などは、有史以来、保たれてきた生体系のエコロジーサ

イクルを破壊しつつある現代人への創造の神プロメテウスからの警鐘なのかもしれない。
エネルギー利用技術という視点から 20世紀に大きな進歩をみた分野は電力エネルギーと原子力エネルギー

である。電気エネルギーは送電線によって瞬時に大量輸送が可能で、一旦電気にしておくと、光にも熱にも動

力にも非常に高効率で変換できるため、交通運輸などのエネルギー利用のみならず、家庭生活、情報通信など

文明活動に必需のエネルギー形態である。したがって、世界の総エネルギー需要に占める電気エネルギーの割

合は急速に増えつつあり、世界平均では 20年ごとに倍のスピードで増えている。また、この電力エネルギーは、

現在では日・米先進国の一次エネルギーの 50％を占め、その割合も年々増加しつつある。

さて、こう考えてくると、現在、研究開発が進められつつあるリニューアブル（再生可能）エネルギー発電

は文字通り環境負荷がほぼゼロで電力エネルギーを自然環境を汚さずに発生できる新エネルギーなのである。

そのうち設備費のみで発電コストが何とか採算性のあるのは風力発電のみ、しかしこれは地域偏在性が大きく、

経済性の出る場所が限られることから、量的に総需要電力を賄うのには及びもつかない。そこで地域偏在がな

いという点では太陽光発電、水素エネルギー、燃料電池などにその将来技術への成長が期待されている。太陽

光発電の場合、トランジスタやＩＣ産業の成長でみてきたように量産性によるスケールメリットが大きいので

将来大幅な低コスト化が可能である。最近の試算によると 2010 年には水力発電なみ、2020 年には重油火力

発電の発電コストを割るという報告もある。また、水素エネルギーは燃料電池や水素エネルギー自動車など電

力網以外への応用も拡がりそうである。果たして、今後の研究開発と産業化による量産性の延び具合で実に様々

なクリーンエネルギー新技術が相次いで成人式を挙げそうである。21世紀の "Energy best Mix Age" の到来を

楽しみにして各プロジェクトの成長を見守りたいものである。
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